














要約:3 歳までにことばの遅れで見つかってくるマイペース行動をもつ言語発達遅滞児の

存在とその重要性を述べた。彼らの行動は視線が合わず、しばしば多動であり、自閉的と

評価される。しかし、彼らはICD-10 や DSM-ⅠⅠⅠ-R などで定義される自閉症の診断条件

を満たさない。彼らは自分のおかれている状況を理解しており、家庭内での生活適応は伸

びてくる。しかし、感情の交流や対人関係の維持はなかなか困難であり、しばしば特殊教

育下での教育や不登校、学習障害児へと発展する。原因は不明であるが、しばしば母親は

児の 0歳の時は手がかからず結果として放置していたと告白する。外国における軽症情緒

剥奪児の背景に一致する。頻度は不明であるが、近年増加の傾向を懸念する。対策として、

健診医へ早期発見のための知識の普及と予防へ向けた母親指導が重要である。

3 年間の研究を通して、地域における障害児の包括的ケアーについて、システムの基本的

なあり方をまとめ、現状の問題点を述べた。


